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アクセプター基質 + 反応バッファー + 検出溶液
<Methyltransferase Activity Kit> 

<Acetyltransferase Activity Kit> 

アクセプター基質 + 反応バッファー 反応産物 + 検出溶液
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Cell line: NIH 3T3 mouse fibroblasts

Target: RNA Polymerase II

Primers: GAPDH TATA-box

Graph reference: Chernukhin et al., 2011; Analytical Biochemistry. 
Elsevier Inc. doi: 10.1016/j.ab.2011.01.036.
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RevMAb Clone RM130 Specific to H3K14ac

Histone H3,3 Peptides
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1. 不活性 Triple E 
　プローブ

2. E 1 に よ り 活 性 化
    された Triple E プローブ

3. ユビキチン化カスケードを解した Triple E プローブの移動

4. もしくはカスケード中の活性酵素を不可逆的にトラップ
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未処理の細胞
（UT）

処理細胞
（T）

細胞ライセート
（IN）

BLASTRTMバッファー
を用いて、

細胞ライセート
を調製

ユビキチンアフィニティー
ビーズで、

修飾されたタンパク質
を免疫沈降

標的タンパク質の
ユビキチン化を解析

ユビキチン化された
標的タンパク質

IN　　UT　　 T

A  1    2                 B    1     2

ユビキチン

ユビキチン化
タンパク質

Ub-
p53
p53

マルチ / ポリ
ユビキチン化
Rac 1  

モノユビキチン化
Rac 1

未修飾 Rac 1

1           2     3      4



特集 エピジェネティクス

アフィニティービーズを用いて、細胞／組織ライセートからチロシンがリン酸化されたタンパク質を免疫沈降により濃縮できるキットです。
チロシンリン酸化タンパク質を濃縮した後、目的のタンパク質を認識する一次抗体を用いて、ウェスタンブロットにより解析します（ウェスタ

ンブロットに使用する抗体はキットには含まれません）。

使用目的
●一過性の調節メカニズムの研究
●シグナル伝達経路に関わる複数のタンパク質の測定
●目的タンパク質の新しい修飾の発見
●調節メカニズムの解析
●シグナル伝達に関わる、内在性または一過性に発現するタンパ

ク質の測定

図1 チロシンリン酸化を受けた内在性の IkBα、RhoGAP、RasGAP の検出
HeLa細胞を、100 µM H2O2で活性化したオルトバナジン酸ナトリウムで30分間処理（または 
未処理）した。NIH3T3細胞を、100 µM H2O2で活性化したオルトバナジン酸ナトリウムで10分間
処理（または未処理）した。マニュアルに従い、細胞を処理して解析した。各レーンは、ライセート
1 mgを用いた結果を示す。一次抗体として抗IkBα抗体（1 : 1000、BD Biosciences社　品番 : 
610690）、 抗RhoGap抗 体（1 : 1000、Millipore社 品 番 : 05-378）、 抗RasGap抗 体 

（1 : 1000、BD Biosciences社 品 番 : 610040）、二 次 抗 体として ヤ ギ 抗 マウス 抗 体 
（1 : 20000、Jackson Labs社 品番 : 115-035-068）を用いて、ウェスタンブロットを行った。
この結果から、本キットを使用して、チロシンリン酸化を受けた内在性のIkBα（〜38 kDa）、
RhoGAP（〜190 kDa）、RasGAP（〜120 kDa）を免疫沈降し、検出できることが示された。

IP reagent /
1° used in WB

Cell / Treatment        HeLa / vanadate                 HeLa / vanadate        NIH3T3 / vanadate
                                       　　－　 ＋                                  －　 ＋                              －　 ＋

APY03-Beads /
Anti- IκB α

APY03-Beads /
Anti-Rho GAP

APY03-Beads /
Anti-Ras GAP
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構成内容
●BLASTR™ 溶解バッファー
●プロテアーゼ阻害剤カクテル
●BLASTR™ 洗浄バッファー
●チロシンホスファターゼ阻害剤
●BLASTR™ 希釈バッファー
●リン酸化チロシンアフィニティービーズ
●コントロールビーズ（非特異的結合の解析用・マウスIgGを共有

結合したアガロースビーズ）
●HRP標識 抗リン酸化チロシン抗体
●Precision Red™ Advanced Protein Assay試薬
●ビーズ溶出バッファー
●化学発光検出試薬A
●スピンカラム
●化学発光検出試薬B
●スピンカラムコレクションチューブ
●DMSO
●BLASTR™ フィルター

培養細胞や動物組織由来の分離細胞から、ヒストンおよびDNA
結合タンパク質を10分以内に高効率・高濃度（1〜2.5 ㎎/㎖）で
抽出します。抽出したタンパク質は、SDS-PAGE、イムノブロット、
ELISA、IP、タンパク質局在化および修飾研究にご使用いただけ
ます。

構成内容
●バッファーA　●バッファーB　●タンパク質抽出カートリッジ
●キャップ付きコレクションチューブ 図1 �異なる細胞から抽出したヒストンおよびDNA結合タンパク質のSDS-PAGE（18%）

解析
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品名 品番 包装 希望販売価格 貯蔵

Histone/DNA Binding Protein Extraction Kit （cells）
P514-4 4 rxn ¥39,000 室

P514-25 25 rxn ¥96,000 室

P514-50 50 rxn ¥172,000 室

Signal-Seeker™ リン酸化チロシン濃縮キット
翻訳後修飾の解析に

10分間ヒストン／DNA結合タンパク質抽出キット
10分以内で高速抽出・精製!

Cytoskeleton, Inc.【メーカー略号：CYT】Webの記事ID 16364

101 Bio, LLC【メーカー略号：OBL】Webの記事ID 16370

品名 品番 包装 希望販売価格 貯蔵
Signal-Seeker™ Phosphotyrosine Enrichment Kit BK160 30 assay ¥139,000 冷
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ヒストン
デアセチラーゼ１ (核)

アクチン

細胞質抽出物

核抽出物
細胞質抽出物

核抽出物
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操作時間　~ 1 時間

合計時間　~ 8 時間

－80 ℃
で保存

　 STEP 1
細胞の溶解：

　   STEP 2
ｍRNAの分離：
Ampli1TM WTA
ビーズを添加し、
磁気ラックを
用いて mRNA
を分離する

Ampli1TM WTA
溶解バッファー
を各サンプルに
添加し、
インキュベートする

　 STEP 3
　逆転写：
Ampli1TM WTA
RT Mix と
逆転写酵素を
添加する

　 STEP 4
テ－リング：

　 STEP 5
cDNA 増幅：

Ampli1TM WTA
Tailing Mix
および
Tailing 酵素
を用いる

Ampli1TM WTA
PCR Mix
および
PCR 酵素を
添加する

Ampli1TM WTA QC Ampli1TM WGA QC

Ampli1TM WTA QC CTRL’s

Single Cells (DA) SCEs (DA)
SCEs (DA)Single Cells (DA)

MW
MW

QC CTRL’sAmpli1TM WGA 

R1     R2      R3      R4      R5       R6       C-       C+
R1     R2      R3      R4      R5      R6       C-      C+1500 bp

800 bp

400 bp

250 bp

1500 bp

800 bp

400 bp

250 bp

Single A549 Cells (DA)

Ampli1TM WTA QC CTRL’s

1500 bp

800 bp

400 bp

250 bp

MW R1      R4      R7     R10    R13   R16    R19    R22  POOL  BLANK     C-   QC C+



ゲノムDNA

PCR Ⅰ

V5-V6 Forward

V5-V6 Reverse

PCR II （2時間）

ビーズクリーンステップ

シークエンシング

ビーズクリーンナップ

Common Forward ＆
Flowcell Binding

Barcoded Reverse ＆
Flowcell Binding

600 bp
500 bp
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細胞ライセート 核抽出物
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R the protein array pioneer company
RayBiotech, Inc.





軟骨形成

CD31 CD73 CD105

脂質生成骨形成
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ScienCell
Research Laboratories

TM





Complete Media Opti-KlearTM

Complete Media Opti-KlearTM









学会・展示会名 日程 場所

第14回GPCR研究会
2017年5月12日（金）～
2017年5月13日（土）

日本科学未来館

第11回
日本エピジェネティ
クス研究会年会

2017年5月22日（月）〜
2017年5月23日（火）

学術総合センター
（一橋講堂）

リキッドバイオプシー
2017

（株式会社エー・イー
企画主催セミナー）

2017年5月31日（水） 中央大学駿河台
記念館

第58回
日本神経病理学会
総会学術研究会

2017年6月1日（木）～
2017年6月3日（土）

学術総合センター
（一橋講堂）

学会・展示会出展のお知らせ
コスモ・バイオでは、下記学会・研究会に出展を予定しております。

キャンペーン情報
各キャンペーンの詳細はコスモ・バイオのホームページ（欄外参照）をご覧ください。

免疫染色・ISH試薬30％OFF
キャンペーン
免疫染色のほかISHにも対応した試薬を30％OFFにて
ご提供します。
期間 ： 2017年4月3日（月）～6月28日（水）

ENZメーカー略号：

30

リキッドバイオプシー2017
－Liquid Biopsy を用いた
 Immuno-Oncology のバイオマーカーも含め－
セミナーホームページ：www.aeplan.co.jp/aes/lb2017/

招待講演：3名 
● �西尾和人先生（近畿大学医学部）：ファシリテイター/ctDNA 
● �落谷孝広先生（国立がん研究センター）：エクソソーム 予定 
● 洪 泰浩先生（和歌山県立医科大学医学部）：CTC測定

コスモ・バイオでは、リキッドバイオプシー2017にてプレゼンを予
定しております。 

日 程：2017年5月31日（水）
開 催 地：中央大学駿河台記念館（御茶ノ水）2階281号室
申込、お問い合わせ先：株式会社エー・イー企画

Tel：03-3230-2744 　　Fax： 03-3230-2479

タイトル：�涙液分析サービス～生体バリア機能：腸管粘膜から 
涙液ムチンまで〜

コスモ・バイオのWebの“カタログ請求欄”から無料請求いただけます。

メーカー新カタログ紹介

AATバイオクエスト社
酸化ストレス検出カタログ ABD

酸化ストレスに関連する因子をABD社

独自プローブや基質を使って、個別に、

もしくは網羅的に測定するアッセイ

キットや試薬が掲載されています。
【測定対象】

●�ROS（スーパーオキシド、過酸化水素、

ヒドロキシラジカル）

●�RNS（一酸化窒素、ペルオキシナイトラ

イト）

●�各種酵素（SOD、カタラーゼ、ペルオキシダーゼ、ミエオペルオキシダー

ゼ）

モレキュラーリサーチセンター社　
PRODUCT CATALOG 2017 MOR

DNA抽出試薬（DNAzol®）、RNA抽出試薬

（TRI Reagent®）、リアルタイムPCR用の

RNAを抽出できる商品 TRI Reagent® RT

等が掲載された2017年版のカタログです。
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